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 ◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
４

月
２

１
日
( 金

) 
 
曇

り
一

時
霧

雨
 

◇
参

加
者

；
電

源
開

発
㈱

橋
本

流
通

事
業

所
 

高
橋

英
治

課
長

、
手

塚
健

一

課
長

、
松

井
祐

也
課

長
代

理
、

神
原

龍
太

郎
、

藤
田

祥
太

郎
。

川
島

 
功

、
沖

﨑
吉

信
、

濱
野

兼
吉

。
 
 
 
 
 
 
 

計
８

名
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電
源

開
発

㈱
中

地
域

流
通

シ
ス

テ
ム

セ
ン

タ
ー

橋
本

流
通

事
業

所
よ

り
、

「
大

峯
南

奥
駈

道
の

整
備

に
関

す
る

定
期

寄
贈

品
」

{
飲

料
水

(
2
L
×

6
本

)
２

箱
+
缶

パ
ン

(
2
4
缶

)
２

箱
+
ガ

ス
カ

ー
ト

リ
ッ

ジ
(
3
本

)
８

セ
ッ

ト
}
と

「
く

い

丸
(
Ｌ

1
m
×

4
0
本

+
Ｌ

1
.
5
m
×

2
0
本

)
」
の

行
仙

宿
へ

の
荷

上
げ

実
施

に
あ

た
り

、

モ
ノ

レ
ー

ル
借

用
打

診
の

連
絡

が
あ

り
、

モ
ノ

レ
ー

ル
運

転
と

荷
上

げ
の

手

助
け

を
し

て
、

寄
贈

品
拝

受
の

た
め

に
同

行
す

る
こ

と
に

し
た

。
 

小
雨

を
予

想
し

て
い

た
が

曇
り

空
で

あ
る

。
 

下
北

山
村

へ
と

入
る

と
時

間
制

限
通

行
止

め
標

識
が

在
り

、
停

車
し

て
確

め
る

と
浦

向
か

ら
５

㎞
・
距

離
標

N
o
3
6
4
付

近
(
ヘ

ア
ピ

ン
カ

ー
ブ

地
点

)
の

標

識
で

あ
る

が
、

昨
日

川
島

が
吉

野
土

木
事

務
所

で
電

話
確

認
し

た
時

間
制

限

通
行

止
め

と
異

な
っ

て
い

て
、

白
谷

ト
ン

ネ
ル

時
間

制
限

通
行

止
め

に
な

っ

て
い

る
、

こ
の

ま
ま

で
は

１
１

時
４

０
分

迄
待

機
す

る
事

に
な

る
。

 

浦
向

か
ら

国
道

4
2
5
号

線
へ

入
る

と
「

本
日

通
行

可
」
の

標
識

に
な

っ
て

い

て
安

堵
す

る
。

白
谷

ト
ン

ネ
ル

口
に

行
き

確
認

す
る

が
、

全
面

通
行

止
め

な

の
か

時
間

制
限

通
行

止
め

な
の

か
判

断
し

う
る

標
識

が
な

か
っ

た
。

 

少
し

戻
っ

て
行

仙
宿

登
山

口
に

着
く

と
、

電
源

開
発

㈱
さ

ん
の

車
が

２
台

到
着

し
、

荷
上

げ
品

を
モ

ノ
レ

ー
ル

の
傍

に
降
ろ

さ
れ

て
い

た
。

 

川
島

が
Ｍ

機
駐

機
場

よ
り

下
ろ

し
て
来

て
、

荷
を
積
み
込

ん
だ
後

、
自
己

紹
介

と
寄

贈
の
御
礼

を
述
べ

る
。

 

モ
ノ

レ
ー

ル
は
満
杯

で
、

運
転

の
川

島
以
外

の
方

は
、

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点

ま
で
歩

い
て

登
る

。
今

回
初

参
加

の
方

は
１

名
で

あ
っ

た
。

 

 

 
 

 

白
谷

ト
ン

ネ
ル

の
工

事
標

識
 

登
山

口
か

ら
空

身
で

登
る

 
 

Ｍ
機

終
点

で
荷

作
り

 

 
 

 
 

 

Ｍ
機

終
点

で
各

自
「

く
い

丸
」

を
担

ぐ
荷

作
り

 
 

 
 

 
佐

田
の

辻
に

到
着

 

 く
い

丸
(
Ｌ

1
m
×

５
本

は
、
モ

ノ
レ

ー
ル
終

点
下

の
補
給
路

の
桟

木
補
修

に

使
用

の
た

め
終

点
横

に
仮
置

い
た

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
で

定
期

寄
贈

品
及
び

く
い

丸
は

、
各
自

が
荷
作

り
す

る

が
、

Ｌ
1
.
5
m
の

「
く

い
丸

」
を
背
負

い
子

へ
の

荷
作

り
に

一
苦
労

さ
れ

る
。

 

く
い

丸
は

、
背
負

い
子
以
外

に
肩

で
担

い
だ

り
、

手
に
持

っ
た

り
し

て
荷

上
げ

す
る

。
全
員

が
行

仙
宿

に
１

１
時
半
前

に
到

着
し

、
く

い
丸

は
行

仙
宿

東
側
軒

下
に
仮
置

き
す

る
。

 

修
復

し
た
役

行
者
尊
像

を
拝
顔

し
て
頂

き
、
宿
内

で
昼
食

に
す

る
が

、
電
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源
開

発
㈱

さ
ん

は
、
雨

と
昼

の
規

制
解
除

中
に

通
過

を
想

定
し

て
、
昼
食

は

登
山

口
の

車
に
置

い
て

き
た

と
の

事
。

 

コ
ー
ヒ

ー
と
浅

村
仏
師

か
ら
頂
戴

し
た
ク

ッ
キ

ー
菓
子

で
休
憩

し
、
水
場

の
水
涸
れ

時
は
命

の
飲

料
水

に
な

り
、
悪
天
候

で
停
滞

時
等

は
ガ

ス
コ

ン
ロ

が
使

用
出
来

、
寄

贈
品

は
登

山
者
や

行
者

さ
ん

に
と

っ
て

本
当

に
有
難

く
使

わ
れ

て
い

る
事

と
旧
逓

信
道

(
電

源
鉄
塔
巡
視
路

)
は
改
修
後
約

８
年

が
経

過
し
「

く
い

丸
」
は

ト
ラ
バ

ー
ス

道
の
桟

木
補
修

に
本
当

に
役
立
つ

話
し

と

談
笑

を
す

る
。
程

な
く

全
員

で
記
念
撮
影
後

、
１

２
時

２
０

分
に

電
源

開
発

㈱
の

５
名

が
下

山
さ
れ

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 

定
期

寄
贈

品
 

 
 

 
 

寄
贈

「
く

い
丸

」
 

 
 

 
全

員
で

記
念

撮
影

 

 昼
食
後

に
行

仙
岳

北
面

の
奥

駈
道

の
木
製
段
差

の
現
状
把
握

を
し

て
、

連
 

休
中

に
改
修

す
る

た
め

の
桟

木
・

木
杭
等

の
凡
そ

の
必
要
数
量
算

定
に

、
桟
 

木
約

１
０

本
を
担

い
て

点
検

に
行

く
。

 

曇
り

空
か

ら
霧

雨
の
状
態

に
な

り
見

通
し

は
悪

い
。

 

 
行

仙
岳

北
面

の
捲

き
道

分
岐

の
石
柱

道
標

は
、
大

き
く
傾

く
こ

と
な

く
立

 

っ
て

い
た

。
分
岐

下
の
急
斜

面
の

木
製
段
差

は
、

雨
・
雪

・
霜
柱

で
土

が
流
 

れ
、

木
杭

が
例

年
の
ご

と
く
浮

き
上

が
っ

て
歩

き
づ

ら
い
状
態

で
あ

る
。

 

 
大
ハ

ン
マ

ー
で
杭

を
打
ち
直
せ
ば
補
修

可
能

と
判

断
し

、
桟

木
と

木
杭

は
 

約
２

０
本

用
意

す
る
必
要

が
あ

る
。
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小
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。
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あ

ざ
や

か
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白
谷

ト
ン

ネ
ル
補
修
工

事
に
伴

う
通

行
制

限
標

識
の
設
置

確
認

の
た

め
、

２
１
世
紀

の
森
方

面
へ

。
石
楠
花
祭

り
の
幟

が
道
路
沿

い
に

あ
り

、

石
楠
花

が
一
部
咲

い
て

い
た

。
葛

川
ト

ン
ネ

ル
を
抜

け
て
帰

新
す

る
際

に
、

国
道

４
２

５
号
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・
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川
地
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の
落
石
対
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事
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び
葛

川
ト

ン
ネ

ル
工

事
に
伴

う
時

間
制

限
通

行
止

め
標

識
を

確
認

し
て
帰

新
し

た
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